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編集後記

人間科学部紀要24巻 をお届 けいた します。各系 から力作 を寄せ ていただ

きました。ボランテ ィア人間科学講座 も加 わった学部の大講座制が発足 し

て2年 目の昨年5月 、人間科学部 は創設25周 年 を迎 え、多 くの方 の参加 を

得て記念事業 を執 り行 うことがで きま した。この事業の一環 として紀要の

別冊を編んでお りますので、ご覧いただければ幸いに存 じます。

校舎の増築工事 もほぼ完了 し、人間科学部は次 の四半世紀へ向けての飛

翔に決意 を新たにしてお ります。昨年 に引 き続 き、本紀要の過去 の全掲載

論文 の題名 と執筆者名一覧 を巻末に付すことにいたしました。
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